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インターオプト出展案内 
 

このたび、インターオプトは社会情勢およびマーケット動向を鑑みリブランドを行い、新たに「光&次世

代アプリケーション・ネットワークシステム展」として開催することとなりました。 

自動車・車載、光通信・データ伝送、製造・生産、AV・家電、ヘルスケア・医療分野など、幅広い分野の

開発用途から産業用途まで、新たにデジタルトランスフォーメーション時代に対応する展示会として、最先

端光技術を一堂に会します。 

今回のリブランドにあたり、出展成果を一層高めるため、電子機器トータルソリューション展と同時開催

とし、相互来往、企画連携などを実施します。 

 

展示会の概要 

1．開催概要 

① 展示会名称：インターオプト「光&次世代アプリケーション・ネットワークシステム展」 

② 会 期：2021 年 5 月 26 日（水）～28 日（金） 

③ 会 場：東京ビッグサイト 青海展示場 

④ 主 催：一般財団法人光産業技術振興協会  

⑤ 企画・推進：株式会社 JTB コミュニケーションデザイン 

⑥ 同時開催：「LED JAPAN」「Imaging Japan」「電子機器トータルソリューション展」 

 

2．想定実施規模 

① 予定出展規模：出展企業 40～50 社 

② 予定来場者数：47,692 名／3 日間（nano tech 展ほか同時開催展合計 2019 年度実績） 

（参考：電子機器トータルソリューション展 2019 年度来場者実績 44,110 名／3 日間） 

※通常開催時の来場者数 

 

3．出展対象技術・製品 

① 自動車・車載用光装置、光デバイス 

② 製造・生産システム用光装置、光デバイス 

③ データセンタ用光装置、光デバイス 

④ 長距離通信用光装置、光デバイス 

⑤ ヘルスケア・医療用光装置、光デバイス 

⑥ AV・家電 

 

4．来場対象 

・業種：自動車／車載、光学部品・システム、光源・レーザ／光源装置、通信・ネットワーク機器、 

    産業用加工・製造装置、プリント基板、半導体、大学/研究機関 等 

・応用先（アプリケーション）：自動運転、ヘルスケア、バイオテクノロジー、農業、情報通信、 

               セキュリティ、FA、ロボット 
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5．電子機器トータルソリューション展 展示会構成（※2020 年度は、8 団体同時開催） 

・JPCA Show 2021（第 51 回国際電子回路産業展他）：一般社団法人日本電子回路工業会（JPCA） 

・2021 マイクロエレクトロニクスショー（第 35 回最先端実装技術・パッケージング展他）：一般社団

法人エレクトロニクス実装学会（JIEP） 

・第 23 回実装プロセステクノロジー展（第 23 回実装プロセステクノロジー展）：一般社団法人日本

ロボット工業会（JARA） 

・有機デバイス総合展 2021（IoT対応半導体・回路基板展）：一般社団法人日本電子回路工業会（JPCA）・

電子デバイス産業新聞（（株）産業タイムズ社） 

・wire japan Show 2021（電気・光伝送技術展）：一般社団法人日本電子回路工業会（JPCA）・電線新

聞（（株）工業通信） 

・Smart Sensing 2021：株式会社 JTB コミュニケーションデザイン 

・JEP/TEP Show 2021：全国電子部品流通連合会、東京都電機卸商業協同組合 

・E-Textile：一般社団法人日本電子回路工業会（JPCA）、福井県 e-テキスタイル製品開発研究会 

 

出展受付期間 

出典申込締切：2021 年 2 月 26 日（金）   ※早期割引締切：2021 年 1 月 29 日（金）  

 

申込方法につきましては下記ホームページを参照下さい。 

https://www.optojapan.jp/aap/ja/info_exhibitor_2021-5.html 

 


